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法政大学出版局　2014年3月20日配本　定価1575円（本体1500円＋税）	 A5判並製・122頁
日本アメリカ演劇学会 編	 《アメリカ演劇25》

オーガスト・ウィルソン特集II 	 ISBN978-4-588-99765-5 C0074

ピッツバーグ・サイクルにおける都市再開発の影響―『二本の列車が走ってる』を中心に（桑原文子）／ア
フリカ系アメリカ人共同体、人種的遺産継承の政治学―『大洋の宝石』から『ラジオ・ゴルフ』へ（貴志雅之）
／『ラジオ・ゴルフ』におけるアフリカ系アメリカ人のマスキュリニティ―その再構築に向けてのヴィジョ
ン（山本秀行）／オーガスト・ウィルソン年表（竹島達也）／ほか。	 【演劇・文学】

☞ ピューリツァー賞を二度も受賞した、アフリカ系アメリカ人劇作家の作品を読み解く。

法政大学出版局　2014年3月20日配本　定価2940円（本体2800円＋税）	 A5判並製・286頁
笹川 孝一 著	 《キャリアデザイン選書》

キャリアデザイン学のすすめ 仕事、コンピテンシー、生涯学習社会	ISBN978-4-588-68009-0 C1337

★ 揺れ動く現代世界のなかで、一人ひとりが自分の人生を豊かに意味づけ、主体的に生活していくために必要
な智慧とは何か？　職業生活の設計といった狭義のキャリア論を超えて、自然史のなかでの人間の営みや、
社会における仕事・遊び・学問の意義をめぐる深い洞察に立脚した、包括的なキャリアデザイン学構築の試
み。東アジアの歴史と伝統のなかで、いま「学び」を再定義する。	 【教育・社会】

☞ 《キャリアデザイン選書》完結！　これまでのキャリア論を総合する意欲作、学生・教員におすすめです。

法政大学出版局　2014年3月19日配本　定価5460円（本体5200円＋税）	 A5判上製・572頁
エマニュエル・レヴィナス 著／ロドルフ・カラン、カトリーヌ・シャリエ 監修／三浦 直希、渡名喜 庸哲、藤岡 俊博 訳	

レヴィナス著作集1 捕囚手帳ほか未刊著作 	 ISBN978-4-588-12121-0 C1310

★★ 戦争の惨禍を生き延び、全体性の暴力に抗して〈他者〉の倫理学を創出した哲学者エマニュエル・レヴィナス。
その思想の生成と展開を示す、戦前から戦後期に書かれた哲学的な覚え書きや小説作品、講演原稿などの未
刊テクスト群を集成する著作集、待望の邦訳刊行！　初巻には、捕虜収容所時代の手帳や論考をはじめ、『全
体性と無限』準備期の哲学雑記を収録（全３巻予定）。	 【哲学・思想】

☞ 『第２巻』は講演集、『第３巻』は小説や詩作品などを収録。2015年以降の刊行予定。

法政大学出版局　2014年3月20日配本　定価2625円（本体2500円＋税）	 A5判並製・238頁
坂本 旬 著	 《キャリアデザイン選書》

メディア情報教育学 異文化対話のリテラシー	 ISBN978-4-588-68008-3 C1337

今日のネット社会では、情報の波が国境を超えて移動し、さまざまな希望やひずみをともなって新しい公共
圏が形成されつつある。言語や民族の壁を超えたグローバル・シチズンシップの育成に必要な「メディア情
報リテラシー教育」の理念と方法を、著者自身の教育現場での異文化探求学習の体験を交えながら解説し、
技術主義に陥ることなき批判的教育の可能性を提示する画期的論考。	 【教育学・メディア論】

☞ 《キャリアデザイン選書》完結！　笹川孝一『キャリアデザイン学のすすめ』と同時刊行です。

法政大学出版局　2014年3月25日配本　定価3570円（本体3400円＋税）	 四六判上製・282頁
ジョン・アーリ 著／吉原 直樹 監訳／伊藤 嘉高、板倉 有紀 訳	 《叢書・ウニベルシタス1011》

グローバルな複雑性	 ISBN978-4-588-01011-8  C1330

★★　グローバル化のもとでは複雑な世界があり、それは、予測不可能ではあるが、不可逆的で、恐れと暴力に満ち、
無秩序でありながらも単なるアナーキーではない世界である。本書は、グローバルなネットワークの「創発」
が人びとの社会生活を根底から変えていることを、線形的な社会科学の思考を脱構築し、複雑性科学の成果
と可能性を援用／適応しつつ検討する。	 【社会学・グローバル化論】

☞ J. アーリの関連書：『場所を消費する』『社会を越える社会学』『観光のまなざし』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年3月20日配本　定価3990円（本体3800円＋税）	 A5判上製・312頁
大野 達司 編	 《法政大学現代法研究所叢書38》

社会と主権 ISBN978-4-588-63038-5 C1331

日本においても市民社会への関心はますます高まりつつある。「社会」は「主権」の場となり得るか。市民や
社会が自立するためには何が求められているのか。社会に固有の論理や国家との関係のあり方はいかにあ
るべきか。問題の由来を歴史や思想に探りながら、現代の私たちが直面する諸課題にアプローチする論文
集。	 【政治・社会思想】

☞ 関連書：『市民社会と立憲主義』（同叢書34）、『民意の形成と反映』（同叢書37）ほか。
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法政大学出版局　2014年4月下旬配本　定価3888円（本体3600円）	 四六判上製・352頁
アクセル・ホネット 著／山本 啓、直江 清隆 訳	 《叢書・ウニベルシタス1010》

承認をめぐる闘争 社会的コンフクトの道徳的文法 〔増補版〕	 ISBN978-4-588-01010-1 C1310 

★ 現在の批判理論における最重要の課題である「承認」論の重要性を、決定的に位置づけた必読書。第一版の刊
行後に寄せられた反響に原著者が応えた、増補「承認の理由──批判的な反問に対する応答」を新たに収録
する。愛、法（権利）、尊重という三つの承認形式に基づく初期ヘーゲルの思考を援用し、ハーバーマスのコ
ミュニケーション論を批判的に展開させ、新たな批判理論の地平を目指す。	 【哲学・思想】

☞ A.ホネット『物象化』『正義の他者』、A.ホネット＋N.フレイザー『再配分か承認か？』（すべて小局刊）。

法政大学出版局　2014年4月中旬配本　定価4104円（本体3800円＋税）	 四六判上製・306頁
トーマス・C. ジェプセン 著／高橋 雄造 訳	

女性電信手の歴史 ジェンダーと時代を超えて	 ISBN978-4-588-36417-4 C0022

★★ 19世紀半ばに生まれた電信の技術は、多くの女性たちに新たな職業空間を提供した。彼女たちは、従来の「女
の居場所」を超えて技術職に就き、男性に伍して働き、電信会社相手のストライキを果敢に闘った。西部劇や
小説にはヒロインとして登場した。今や忘れられた、当時の「サイバー・スペース」に生きた先駆的女性群像
を生き生きと描いた本書は、現代の働く女性たちにも力を与えよう。	 【女性史・技術史・産業史】

☞ 関連書：同一訳者による、R. S. コーワン『お母さんは忙しくなるばかり』（小局刊）もおすすめします。

法政大学出版局　2014年4月中旬配本　予価5184円（本体4800円＋税）	 四六判上製・434頁
クラウディア・ベンティーン 著／田邊 玲子 訳	

皮膚 文学史・身体イメージ・境界のディスクール	 ISBN978-4-588-35229-4 C1022

★★　皮膚（身体）が文化的構築物であるという観点は、フーコー以来の共通理解となっている。本書はそれを立脚
点に、言語、歴史、ジェンダー論、言説分析、精神分析などさまざまな分野と方法論を縦横無尽に動員し、聖
書、慣用句、文学作品、芸術論、科学の理論といった言語資料、解剖学図版・模型、絵画や現代アートなどの図
像的なものを駆使して、17世紀から現代にいたる皮膚観のパノラマを展開する。	 【西洋文化史・身体論】

☞ 関連書：R. ポーター『身体と政治』（小局刊）、B. スタフォード『ボディ・クリティシズム』（国書刊行会）。

法政大学出版局　2014年3月下旬配本　定価4620円（本体4400円＋税）	 四六判上製・398頁
ロー・ミンチェン 著／塚原 東吾 訳	 《サピエンティア36》

医師の社会史 植民地台湾の近代と民族	 ISBN978-4-588-60336-5 C3330

日本植民地統治下で近代化を推進する役割を担った「国家の医師」は、文化的抑圧とイデオロギー的制圧の
下で、何を犠牲にし、何を獲得しようとし、そして如何なる「抵抗」を試みたのか。歴史における植民地主義
の問題と、社会学における専門職業化の問題を架橋し、冷徹な分析をしつつも、抑圧される側の複数の声へ
の深い共感によって、医師たちの深い内面的な闘争と相克を描き出す。	 【社会学・ポストコロニアル】

☞ 関連書：鄭栄桓『朝鮮独立への隘路』、磯前順一『閾の思考』、池田亮『植民地独立の起源』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年3月下旬配本　定価3150円（本体3000円＋税）	 四六判上製・280頁
ジャック・ブーヴレス 著／中川 大、村上 友一 訳	 《叢書・ウニベルシタス1008》

規則の力 ウィトゲンシュタインと必然性の発明	 ISBN978-4-588-01008-8 C1310

★ 「必要は発明の母である」を逆転した「必然性の発明」には、逆説的で挑戦的な発想が含まれている。わたし
たちがどのように表現体系を選ぶのか。その選び方が、わたしたちに必然性をもたらす。規則の力を通して
のみその姿を現わすこの必然性を自由に創造する過程が、最も体系的かつ劇的に発動する領域が数学であ
る。言語から数学へ、ウィトゲンシュタインの哲学を横断し、その核心に迫る。	 【哲学・思想】

☞ 関連書：J.ブーヴレス『哲学の自食症候群』『合理性とシニシズム』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年4月下旬配本　定価5400円（本体5000円＋税）	 四六判上製・406頁
キャサリン・アレン・スミス 著／井本 晌二、山下 陽子 訳	 《叢書・ウニベルシタス1009》

中世の戦争と修道院文化の形成 ISBN978-4-588-01009-5 C1322

ヨーロッパ十字軍の時代、教会は修道士を「戦う人」とみなすようになった。それは「キリストの戦士」、「精
神的な戦士」であり、「世俗の戦士」よりもキリストに近い、より高度の戦士と位置づけられた。古代から中
世盛期まで、広範な文献における言葉と表現の変遷を克明に跡づけ、「祈る人と戦う人」という二項対立的発
想の問題性を指摘し、遠く現代にまで続くその関係に新たな視点を提供する。	 【中世史・宗教史】

☞ 関連書：ル・ゴフ／鎌田訳『中世の人間』、J.リシャール／松宮訳『十字軍の精神』（いずれも小局刊）。


